職務経歴書（サンプル）

●年●月●日現在

        



           氏名：○○　○○

■要約
	項目
	内容

	経歴
	一眼レフカメラ用交換レンズの設計を中心に経験を積んできました。
１０名程度のグループのグループリーダーを経験しています。

	使用ツール
	DOS/V系PC、オシロスコープ、エミュレータ、Delphiなどを使用した経験があります。

	技術知識
	C言語、ﾏｲｺﾝ、EEPROM、AD/DA変換、DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀ、手振れ補正、振動ｼﾞｬｲﾛｾﾝｻ、PSD、VCM、ｵｰﾄﾌｫｰｶｽ、MRｴﾝｺｰﾀﾞ、超音波ﾓｰﾀなどに精通しています。

	自己ＰＲなど
	（自己ＰＲ）今後もカメラ関連の開発設計の構想レベルの業務に携わりたいです。

（ヒューマン面）グループのメンバー間の交流をはかるためイベントなどを企画しています。


■職務経歴

	期間
	業務内容
	使用ツール
	必要知識

	２０００年５月

～現在
	株式会社MM 第三設計部所属

一眼レフカメラ用交換レンズの設計

超音波モータによるAF駆動制御および手振れ補正制御ソフト設計、プログラミングとデバッグに関し、実務担当とともに設計構想業務。

AF駆動制御機構および手振れ補正機構のシステムコストダウン、レンズ製品開発計画を立案。
	エミュレータ、DOS/V系PC、

オシロスコープ
	C言語、ﾏｲｺﾝ、EEPROM、AD/DA変換、DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀ、手振れ補正、振動ｼﾞｬｲﾛｾﾝｻ、PSD、VCM、ｵｰﾄﾌｫｰｶｽ、MRｴﾝｺｰﾀﾞ、超音波ﾓｰﾀ

	１９９９年１月

～２０００年４月
	株式会社FF　（派遣社員としてＰＱＲ株式会社 勤務）

学童集団検診用脊柱側彎診断支援システムの設計

　Delphi(Object Pascal)による学童集団検診用脊柱側彎診断支援システムの設計、プログラミングの補助業務。
	Delphi、DOS/V系PC
	Object Pascal、

モアレカメラ

	１９９７年４月

～１９９８年１２月
	株式会社FF　（派遣社員としてＩＪＫＬ株式会社 勤務）

一眼レフカメラ用交換レンズの設計

　手振れ補正機構搭載の一眼レフカメラレンズ開発における制御プログラミングとデバッグを主担当として対応。
	エミュレータ、DOS/V系PC、

オシロスコープ
	C言語、ﾏｲｺﾝ、

EEPROM、AD/DA変換、DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀ、手振れ補正、振動ｼﾞｬｲﾛｾﾝｻ、PSD、VCM


■習得技術、受講研修など

	期間
	項目
	内容

	１９９８年３月
	マイコン制御基礎
	基本的な情報の表し方、論理回路から、Z80をベースとしたマイコンの内部構成、命令、アドレッシング、割り込み、I/O制御などの概要を理解する。

	
	
	

	
	
	

	
	
	


■資格・表彰など

　　１９９４年６月　第一種普通自動車運転免許

以上
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